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１．はじめに
　地理的見方・考え方に関する議論は様々に行われて
きているが、その中核には地理的基本概念に関するも
のが多い。その新しい成果には、例えば吉田（2011a）
は内容知と方法知の視点から、「空間」「場所」「環境」
「地域」の地理的基本概念と、把握・分析・考察・判
断に関する思考技能から地理的見方・考え方を規定し
ている。それに地理的技能の探究過程や具体的な作業
技能を対応させ、公民的資質の育成に繋がる具体的な
授業づくり１）を行える社会科地理的分野の地理的見
方・考え方と地理的技能の枠組みを構築している。
　また、吉田（2008a）は、教育現場の規範となる昭
和22年版から平成20年版にかけての中学校学習指導要
領社会（指導書・解説）の記述分析から、「地域的特
色および地方的特殊性と一般的共通性」・「地域間相互
依存関係」・「自然と人間生活との関係」が、地理的見
方・考え方に関わる三主流となっていることを突き止
めている。三主流の時代的な潮流は、①地理的基本概
念の源流期（昭和22年版）、②地理的基本概念の確立
期（昭和26年・30・33年版）、③地理的見方・考え方
としての地理的基本概念の内容構成期（昭和44・52年
版と平成元年版）、④地理的見方・考え方の構造化期
（平成10年版と平成20年版）の四期から考えられる。
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Abstract
　本稿は、香港中学校地理カリキュラム2010年版について、とくに地理的基本概念とナショナルシティズンシップ
育成に関わる価値・態度に着目しながら、我が国、米英、シンガポールなどとの大まかな対比を加え、その枠組み
の特徴を解明することを目的とした。主な結果として、地理的基本概念とナショナルシティズンシップ育成との関
係については、各単元で地域的課題から多重な地域規模の事例地域を取り上げ、問題解決的な過程で主題的・系統
地理的アプローチから地理的基本概念を中核にして考え、シティズンシップ育成に結び付ける筋道が描かれてい
る。多重なシティズンシップ育成のバランスはともかく、このような文脈が合理的に結び付く複合的な特徴を帯び
た本カリキュラムの構成原理となっている。
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三主流の中核をなす、「場所」「地域」「環境」の地理
的基本概念は、そのような時代的な潮流の中で概ね普
遍的に位置付くが、各年版の内容やその取り扱いの特
色に応じて地理的見方・考え方の構造性や地理的基本
概念の重みや捉え方は、移り変わってきている。
　吉田（2011b）は、このような我が国の学習指導要
領における地理的基本概念や地理的見方・考え方の今
後の整理・創造に向け、アメリカ合衆国地理ナショナ
ルスタンダード（Geography Education Standards 
Project (ed.), 1994）や、イギリス地理ナショナルカリ
キュラム（Qualifications and Curriculum Authority, 
2007）（以後、米英地理カリキュラム）を検討し、そ
の明確な系統性や地理的基本概念、さらに空間的な見
方に、生態学的見方や補助的な歴史的見方や経済的見
方が加わる点で評価している。ただしアジア的な地理
観・世界観があるとすれば、アジアの地理的基本概念
の固有性などに関する検討も必要であると指摘してい
る。
　吉田（2010a）によると、例えばシンガポール中学
校低学年地理ナショナルカリキュラム（以後、シンガ
ポール地理シラバス）には、2000年版から移行した
2006年版の構造性や系統性に、多重ではあるがナショ
ナルシティズンシップ育成が強調されてきている。た
だし、その強調がカリキュラムの構成原理に影響を与
え、地理的基本概念や地理的技能に関する系統性が不
鮮明である点が指摘されている。
　二井（2008）や吉田（2010a）の指摘にもあるように、
東・東南アジア諸国の社会系教科におけるそのような
ナショナルシティズンシップ育成の強調の背景には、
従来からの旧宗主国との関係、親米派、華人系社会な
どの社会的特徴があろうとも、欧米や中国がもたらす
グローバル化の反動としての政策的意図が含まれてい
る。一方で吉田（2011c）によれば、シンガポール地
理シラバスの土台となる小学校社会科シラバス2006年
版でもナショナルシティズンシップ育成の強調が読み
取れるが、カリキュラム方針上では、社会諸科学の基
本概念の理解、意思決定や批判的創造的思考技能など
も一層強調され、アメリカ合衆国社会科カリキュラム
の影響を受けてきている。
　大局的にみると、地理学や技能教育による地理的基
本概念や地理的技能の知識・理解や活用の重視か、政
策的意図を含むナショナルシティズンシップ育成の強
調か、双方の二重の側面となるのか、あるいは合理的
に結び付けられた複合的な特徴となるのかが論点の一
つにあがる。したがって、東・東南アジア諸国の地理
カリキュラムを一層広く解明しながら、双方の在り方
を吟味し、その東・東南アジア的な固有性を探ってい
くことが課題となる。
　そこで本稿では、アジアNIEs とみなされ、また我
が国やシンガポールと同じく PISA調査結果が上位に
ある香港の中学校地理カリキュラム2010年版（以後、
香港地理カリキュラム）を取り上げ、とくに地理的基
本概念と、ナショナルシティズンシップ育成に関わる
価値・態度に着目しながら、前述の吉田（2011a）や
我が国の中学校学習指導要領社会科地理的分野、米英
地理カリキュラム、そしてシンガポール地理シラバス
などとの大まかな対比を加え、その枠組みの特徴につ
いて分析・考察し、解明していくことを目的とする。
分析には、The Curriculum Development Council 
Recommended for Use in Schools by The Education 
Bureau HKSAR (2010 )：『Geography Curriculum 
Guide (Secondary １-３)』（以後、HKGC）を用いる。
　OECD編（2011）によると、香港は、面積が1000km２、
人口が約700万人（大部分は華僑）、１人当たりの
GDPも高く、サービス業は香港経済成長の92％を占
める。また我が国や都市国家シンガポールと異なり、
1997年にイギリスから中国に返還され、「一国二制度」
の下で独立した権限を持ち、「基本法」によって統治
され、特別行政区として軍事と外交以外のあらゆる領
域で自治権を持つ。このように複雑な歴史的・社会的
背景を理解しながら考察を進めていくために、まず次
章でイギリスの教育文化や近年の中国教育の影響が及
ぶ香港の教育的背景や動向を踏え、その上で香港地理
カリキュラムの枠組みについて分析・考察する。
２．香港教育の概況－新たな方向性
　OECD編（2011）によれば、香港教育は、教育局
（EDB）の下で独自の教育制度を維持している。教
育制度・システムは、独自の歴史、構造、改革の筋道
を持ち、中国の他の地域と異なり、その多くがイギリ
スの植民地支配の遺産を継承している。学校制度は、
これまでイギリス式中等教育五年制をとっていたが、
2012年度から我が国と同様に初等教育は六年、中等教
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育前期は三年、中等教育後期は三年へと移行し、歴史
的に中国文化とイギリス伝統の二つの良い部分を享受
している。例えば、同じイギリス教育の影響を受ける
シンガポール中等教育の場合は、前期二年と後期二年
で異なり（吉田 , 2010a）、その先の教育システムにお
いても兵役などの社会的役割も加わるために異なる。
　香港の教育は1990年代後半から、「教育は何を提供
すべきか」といった議論へと移り、1999年から包括的
な教育改革が開始された。2001年には小学校卒業後の
入学審査が即時廃止され、小学校教員が教育活動を発
展させ、試験やドリル学習の場から学びの場へと変わ
り、中等教育学校でも生徒が活動的な学習を行うよう
になった。2002年には「学習の仕方を学ぶ」が出版さ
れ、「指導」から「学習」に焦点を当て、知識の暗記
よりも学習の過程を新たに重視することによって、次
のようなメッセージが伝えられた。
〇 学習は学習者によって知識を能動的に構成する。
〇 学習は過程であって学習経験と呼ばれる活動を通じ
て獲得される。
〇 擬似体験は異なる種類の知識の構成につながるが、
同じ経験をした人でも学んだ内容は異なる。
〇学習は理解のためにある。
〇 理解は知識の効果的な応用によって実証、構築され
る。
〇 効果的な学習経験はしばしば知識の統合を必要とす
る。
〇 学習は実体験の中で最も高い効果が得られる。
〇 学習は社会的活動でもあり、集団中で行われるのが
よい。
〇 人間の学習は向上心によって動機付けられる。
　以上から、学習の主体性や積み重ね、学習目標の明
確化、知識の構築や概念化、体験やグループ学習の効
用、学習動機の重要性などの意味が読み取れる。この
ような学習の過程を重視する方向は、シンガポール教
育が1999年代後半から「思考する学校、学習する国家」
といったスローガンの下でナショナルカリキュラム
2000年版を作成し、2005年版の「教えを少なく、学び
を多く」へと繋いできている点で（吉田，2010a）、同
様な時期の、同様な方向にある。我が国の平成10年版
学習指導要領も概ね同様な方向にあり、シンガポール
も含めた東アジア的な特徴として捉えられる。この点
を掘り下げると、佐藤（2009）は、国際数学・理科教
育動向調査（TIMSS）（1999年／2003年／2007年）で
日本を含めたシンガポール、韓国、台湾という国々が
最上位５位までを独占し、「日本モデル」によって教
育の近代化を達成した国々と位置付けている。その特
徴には、①中央集権的統制によるトップダウンの教育
行政、②画一的平等による競争の教育、③受験教育と
学歴主義、④大きな学校規模と学級規模の効率的教
育、⑤塾と予備校の反乱、⑥テスト対応の一斉授業な
どがあげられている。そして佐藤 (2009) は、それらの
国々がグローバリゼーションによってこれまでの特徴
から変化してきている傾向を説明している。
　これらからタイムラグを考慮すれば、前述の香港教
育とシンガポール教育の21世紀以降の動きは、いわば
「日本モデル」から、学びの質や意味を問う方向へと
移行してきている。ただし例えば、実力・能力主義を
強く掲げるシンガポール教育の場合、従来から教育シ
ステムに小学校卒業資格試験（PSLE）が存在してい
る。現地小中学校での聞き取り調査によれば２）、その
結果が生徒の進路・就職に大きな影響を及ぼす点で香
港教育の動きとやや異なる。このように各国の歴史的
背景や社会的事情もあり、「日本モデル」の特徴がシ
ンガポールや東アジアで一律に変化してきているとは
考えにくい。シンガポールの場合、香港と同じく、か
つてのイギリス領の小地域で、華人系社会を中心に形
成してきたわけであるが、都市国家となり、防衛も必
要となり、多民族多文化社会を形成しながら国民統合
を強く意図した教育政策を進めてきている点で大きく
異なる。
３．香港中学校地理カリキュラム2010年版の改訂
方針と構成
　HKGCより、2010年版の改訂方針は、学問や学校科
目としての地理や学校カリキュラムの背景から説明さ
れている。
　学問としての地理については、空間的見方や生態学
的な見方から地球を理解することや、場所や地域の形
成、配列や変化の探究、人々と環境の相互作用、相互
結合や相互依存関係の探究を通した世界的な理解、そ
して現代的課題の持続発展的な探究などから説明され
ている。とくに冒頭における空間的見方や生態学的見
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方の説明は、アメリカ合衆国地理ナショナルスタンダー
ドにおける地理的見方（Geographical Perspective）
と同一であり、その影響が考えられる。それ以外でも、
そのスタンダードの土台となった五大テーマ：「位置」
「場所」「移動」「環境」「地域」などによる影響が十
分に考えられる。
　学校科目としての地理や学校カリキュラムの背景に
ついては、人々、場所、環境に関する生徒の興味・関
心への刺激、複雑で大きく変貌する世界の理解、世界
に関する知識と理解の発達、地理的技能や探究過程そ
して基礎的な能力の発展、知識と責任感のある市民性
の形成などが説明されている。とくに地理的技能と探
究過程に関する説明では、前述と同様にアメリカ合衆
国による影響が考えられる。そしてこの点は、近年の
イギリス地理ナショナルカリキュラムにも明確に示さ
れている。
　次に、シティズンシップに関する説明の部分では、
イギリスの教育から波及し、世界的に議論が高まって
いるシティズンシップ教育の影響が考えられ、香港
人、中国国民そして地球人としての資質である。この
ようなシティズンシップに関わる社会集団の規模の拡
大は、いわばイングランド、イギリス、ヨーロッパそ
して世界といったイギリス教育の世界観に概ね近似し
ている。この点は吉田（2011c）に基づくと、歴史的、
地理的、社会的背景から我が国やシンガポールの教育
におけるシティズンシップ育成のアプローチと大きく
異なる。
　香港中学校地理カリキュラム改訂に関するダイジェ
スト版資料（全40頁）（2010年６月）（www.edb.gov.
hk）によれば、改訂方針の背景（HKGC第２章2.1に
関する記述）には、一般的ともいえるが、次のような
強調点があげられている。
〇 生徒が基礎的な地理の学習指導を受ける唯一の機会
〇 生徒の興味と学問的な本質との間の微妙なバランス
感覚の必要性
〇 新たな教育課程に基づく個人・社会・人間教育の学
習領域（PSHE）３）による統合的学習の科目の単元
への柔軟かつ多様な適応
〇現行カリキュラムの更新
〇 地理教育の新しい進展（地理情報技術、現代世界の
視野のための問題・方法・使命、中国に関わる構成
要素）
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第１表　香港中学校地理カリキュラム2010年版ガイド
　　の構成（全167p）　　　　　　　　　　
（HKGCより筆者作成）
前文（p.５）
第１章　序論（pp.７-11）
1.1　 学校カリキュラムにおける学問地理とその役割
1.2　 カリキュラムの目標
1.3　 目的
1.3.1　知識と理解　　1.3.2　技能　　1.3.3　価値と態度
第２章　カリキュラムの枠組み（pp.13-70）
2.1　 背景
2.2　 改訂方針
2.3　 カリキュラム構造
2.4　 時間配分
2.5　 本質的な学習要素　
2.6　 学習内容の概要
第３章　カリキュラムの編成（pp.71-80）
3.1　 ガイド方針
3.2　 開発の仕方　
3.2.1　より意味のある学習づくり
3.2.2　小学校と中学校教育の接続
3.2.3　多様な学習者への対応
3.2.4　提供される選択単元への考慮　
3.2.5　学習の総合評価
3.3　 カリキュラムの編成
3.3.1　進行　　
3.3.2　学校に応じた統合カリキュラムのための作成
3.4　 カリキュラムのマネジメント
3.4.1　カリキュラムと学習する文脈の理解　
3.4.2　能力の確立
3.4.3　クロスカリキュラムによる協同
3.4.4　フィールドワークの評価
第４章　学習と指導（pp.81-100）
　4.1　 ガイド方針
4.2　 アプローチと方略　
4.2.1　探究を通じた学習　　4.2.2　地図を通じた学習
4.2.3　フィールドを通じた学習
4.2.4　学習における情報技術〈IT〉の利用
4.3　 多様な学習者への対応
4.3.1　区別（差）のある指示　　4.3.2　協同学習
第５章　評価（pp.101-112）
5.1　 ガイド方針
5.2　 学習評価
5.3　 方法と実践の評価
5.3.1　効果的な質問　　5.3.2　印付けによる振り返り
5.3.3　自己評価　　5.3.4　筆記の小テストと試験
第６章　学習と指導のための教材（pp.113-120）
6.1　 ガイド方針
6.2　 教科書
6.3　 情報技術の教材
6.3.1　地理におけるIT教材の利用
6.3.2　地理情報システム（GIS）
6.4　 学校に応じた学習と指導の教材開発
6.5　 教材資源の扱い
6.5.1　学習と指導の教材の共有　　6.5.2　地理教室の利用
付 録１（pp.121-136）：統合されたPSHE（個／社会／人文教
育〉カリキュラムに適応させるための中学校第１～３学年
地理カリキュラムの学校例
付録２（pp.137-167）：教師のための参考文献と教材
　さらに、次の二つの説明が加わる。
〇 中等教育前期の修了後の異なる進路をとる異なる生
徒のニーズに合わせ、PSHEカリキュラムに基づく
様々な学校と生徒の多様性に応じるために柔軟で多
様な枠組みの必要性。
〇 生徒にどのように地理が私たちの生活に意義を持
ち、関連するかを理解させるために、地理に興味を
持たせ、世界への探究を励まし、幅広い技能を発展
させる十分な機会を与え、また批判的アプローチを
発展させ、創造性を養う機会を与えることの必要性。
　これら二つは、自由度の高い各学校におけるカリ
キュラム編成や、生徒の学習の立場に立った補足的説
明となっている。
　第１表より、HKGCの構成をみると概ね、意義、目
標、枠組み、各学校でのカリキュラム編成、学習と指
導、評価、教材となっている。とくに第２章のカリキュ
ラムの枠組みの「2.6　学習内容の概要」に大幅な頁
を割いている。また第３章以降の内容も充実し、実践
レベルまで見越した各段階でのカリキュラムの重層性
やマネジメントが重視されている。なお、本稿では第
１章と第２章が分析・考察の対象となり、第３章以降
は別稿にて論じる。
４．香港中学校地理カリキュラム2010年版の目標
　第２表より、カリキュラムの目標は、概ね知識・理
解、地理的思考、地理的技能、価値と態度の四つから
端的に示され、さらに第３～５表によって、それに従
属する三つの目標が詳細に示されている。第３表の知
識・理解目標をみると、（ａ）項目は「空間」「場所」
「地域」「環境」などの地理的基本概念に関わる概念
的知識の理解とその活用、（ｂ）項目は各スケールの
諸地域とそれらの結び付き、（ｃ）項目は「環境」の
地理的基本概念を中心に人間と自然環境との関係、
（ｄ）項目でも「環境」が中心となるが、主に人間と
社会環境との関係や環境開発、最後の（ｅ）項目では
地理的課題と持続発展のための解決について示されて
いる。
　これらから、「空間」「場所」「地域」「環境」などの
地理的基本概念が土台にあり、（ｂ）項目の地域規模
に関する概念がそれを補う形をとり、それらから（ｃ）
（ｄ）項目の「環境」を中心に地理的事象の因果関係
を探る地理的基本概念に発展し、最後に（ｅ）項目の
価値・態度形成に関わる地理的基本概念へと繋がり、
体系的に考えられる。このような香港の構成には、表
現方法とその抽象度の程度に差はみられるが、概ねア
メリカ合衆国地理ナショナルスタンダードの構成にお
ける教科内容の六つのエレメント「空間の世界」「場
所と地域」「自然システム」「人文システム」「環境と
社会」「地理の実用」や、イギリス地理ナショナルカ
リキュラムにおける鍵概念とされる「場所」「空間」「ス
ケール」「場所の相互依存」「自然的人文的変化」「環
境の相互作用と持続発展」「文化の理解と多様性」な
どの地理的基本概念に関わる内容構成に類似してい
る。ただし、華人社会を形成する香港の場合、イギリ
スの社会問題に深く関わる「文化の理解と多様性」概
念は明確に示されていない。
　以上から、香港、アメリカ合衆国そしてイギリスに
おける地理的基本概念に関わる内容構成には、吉田
（2011b）が論じるように、①地理的事象の把握のた
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第２表　香港中学校地理カリキュラム2010年版の
目標（ａ）～（ｄ）　　　　　
（HKGCより筆者作成）
（ａ） 空間、場所そして環境、特に場所の空間的配列や人間
と環境の相互作用に関する知識と理解を発達させる。
（ｂ） 地理的方法によって考え、探究させる。
（ｃ） 発展的な学習や生活のために地理的技能や一般的な技
能な発達させる。
（ｄ） 自分たちの都市・国・世界の改善に向けた行動や、人
間社会や自然環境の持続発展に貢献することをいとわ
ない、知識を持ち、責任感のある市民になるようにさ
せる。
第３表　香港中学校地理カリキュラム2010年版目標に
　　　おける知識・理解目標（ａ）～（ｅ）　　
（HKGCより筆者作成）
（ａ） 空間、場所、地域、人間環境、相互作用、地球的な依
存関係そして持続発展などの地理的基本概念の理解
や、新たな状況や文脈での活用を通じて発達させる。
（ｂ） ローカル地域（香港や広州デルタ地域）、中国の他の
場所、アジア太平洋と世界、これら間の国際的な結び
付きなどの場所知識に関する確固たる枠組みを発達さ
せる。
（ｃ） 空間と時間の上にある人間と自然の環境の相互作用に
ついて、そのような相互作用による自然と人間の変化
や傾向あるいは影響の点から、記述・説明させる。
（ｄ） どのように自然環境が人間生活に影響を及ぼし、人間
行動が自然環境をを作り変えるかについて理解させる。
（ｅ） 地球的な関心となる重大な問題と、その問題が、どの
ように扱われ、そして（または）持続発展の道におい
て解決できうるのかに関する知識と理解を発達させる。
めの地理的基本概念の活用、②地理的事象の関係性や
因果関係などの意味に対する思考のための地理的基本
概念の活用、③価値・態度形成に繋がる社会的課題や
地域的課題の解決に関わる価値判断や意思決定のため
の地理的基本概念の活用、などの三段階から捉えられ
る。香港の場合は、第３表に基づく、後述の第７表や
第１図より参照すると、「空間」「場所」「人間環境の
相互作用」「地域」「地球的相互依存関係」「持続発展」
が地理的基本概念となり、上記①の活用に、土台とな
る「空間」「場所」が中心に対応し、②に主に「人間
環境の相互作用」「地域」が対応し、③に主に「地球
的相互依存関係」「持続発展」が対応するものと考え
られる。そして、①②は地理的認識形成レベルにおい
て、③はESDやシティズンシップ教育に関わるシティ
ズンシップ育成レベルにおいて分けて考えられる。た
だし両レベルは、必然的に繋がり合う。このような①
～③の三段階と、①②と③による認識と資質の二レベ
ルは、吉田（2011a）が論じる社会科地理的分野にお
ける地理的見方・考え方４）の次に示す三段階（ⅰ～
ⅲ）と、ⅰⅱとⅲの二レベルにも概ね合致することが
でき、地理的基本概念に関わる階層性から広く考えら
れる。
ⅰ 　地理的見方は、社会的事象（諸事象）を「空間」
「場所」から把握し、地理的事象としてその様態を
捉えること。
ⅱ 　地理的考え方は、ⅰから見出された地理的事象を
「環境」「地域」から分析・考察し、その因果関係
について考えること。
ⅲ 　さらに地理的考え方は、地域政策的探究として、
ⅱの「地域」を規範にして分析・考察された地理的
事象の因果関係の中から、とくに地域政策の観点か
ら社会的意義・課題を見出し焦点化して解決の手立
てを把握する。次に、それに関わる公共的な政策を、
私と社会集団との関わりや各立場から意見交換を通
じて考え、社会的に有益な評価や価値判断を下す。
最後に自己の生活や態度に実際に結び付けられる判
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第４表　香港中学校地理カリキュラム2010年版目標に
　　　における技能目標（ａ）～（ｄ）　　　　
（HKGCより筆者作成）
（ａ） 次の質問によるガイドに従って、地理的に考えなさい。
　ⅰ） “どこですか？” “どのようなところですか？”
　ⅱ） “なぜそれはそこにあるのですか？” “どうしてそ　
れは起こったのですか？”
　ⅲ） “どのように、なぜ、変化しているのですか？”
　ⅳ） “それはどのような影響を及ぼすのですか”
　Ⅴ） “それはどのように扱われるべきですか”
（ｂ） 次の技能を含む、基本的な地理的探究技能を習得しな
さい。
　ⅰ） 地理的な質問を尋ねる。
　ⅱ） 様々な源から探究のために関連のある情報やデータを
探し集める。
　ⅲ） 適切な形式に情報やデータを整理し口頭発表する
　ⅳ） 結論の引き出しのために情報やデータを分析や解釈す
る。
（ｃ） 次の技能を含む、基本的な地理的技能を習得しなさい。
　ⅰ） 様々なスケールで異なるタイプの地図帳・地図・図面
を読み、解釈する。
　ⅱ） 記号・注釈・凡例・縮尺を使いながら地図や図面を作
図する。
　ⅲ） フィールドワーク技法（例えば観察、測定、聞き取り、
記録、撮影、スケッチ）や機器（例えばカメラ、デー
タ記録装置、GIS）を選び、利用する
　ⅳ） 異なるタイプの写真や人工衛星イメージ画像を読み、
解釈する。
　Ⅴ） 地図やダイヤグラム（例えば円グラフやGIS）のデー
タを発表する際に、地理的に適切に IT技法を選び、
利用する。
（ｄ） 次の能力を含む、地理的な課題の探究を通して、例え
ばコミュニケーションスキル、批判的思考技能と創造
性などの基本的な能力を習得する
　ⅰ） IT特有の正しい利用法において伝達・意見交換する
（例えばパワーポイント発表、電子メールを通じた
フィールドワークデータの共有）
　ⅱ） 選んだ情報を評価し、信頼性を判断する。
　ⅲ） 空間的・生態学的、以外の、例えば文化的、経済的、
政治的、社会的に責任のある見方から自然の危険に直
面する異なる場所で生活している人々の多様な対応に
ついて調査するように、異なる見方から状況を眺める。
第５表　香港中学校地理カリキュラム2010年版の
　　　価値・態度目標（ａ）～（ｅ）　　　
（HKGCより筆者作成）
（ａ） よりよい環境や世界の持続発展に貢献する行動を約束
させる。
（ｂ） 私たちの社会や国家への帰属意識を発達させ、そして
私たちの社会や国家の改善のために行動するのをいと
わない。
（ｃ） 増加している地球的な相互依存や、地球的な課題に手
を貸す国際協力の重要性に気づく。
（ｄ） 特権も与えられず、様々な問題に苦しんでいる人々の
ために関心を示す。
（ｅ） 他の人々やかれらの価値、文化そして生活様式に関す
る理解や敬意を発達させる。
断を下し、実践的な態度を養っていくこと。
　第４表の技能目標をみると、（ａ）項目は地理的技
能の探究過程のための一般的な発問項目の序列を示
し、（ｂ）項目は地理的技能の探究過程自体を、（ｃ）
項目は地図・地図帳・フィールドワーク・地理写真な
どに関する地理的技能の具体的な作業技能を示し、
（ｄ）項目は多面的多角的思考や批判的思考などの一
般的な思考技能やコミュニケーション技能も含む価値
判断や意思決定に関わる技能を示している。
　（ａ）（ｂ）項目に関する記述は、我が国の平成20
年版中学校学習指導要領解説においては、学習内容の
まとまりが優先されるためにその体系化が進んでいな
いが、既に米英地理カリキュラムにはその体系が図ら
れ、グローバルスタンダード化が進んできている。し
かしシンガポール地理シラバスでは、前述の理由から
地理的基本概念に加えて不明瞭となり、吉田（2011b）
の指摘にもあるが、我が国も含めてそのカリキュラム
における体系化が望まれる。（ｄ）項目に関する記述
は、メディアリテラシーや社会諸科学に関わる技能を
中心に構成され、ITに強く依存した香港の社会的事
情が反映されている。
　第５表より、価値・態度目標をみると、（ａ）項目
は持続発展に関わる資質、（ｂ）項目は香港や中国へ
の帰属意識（ローカル・ナショナルシティズンシッ
プ）、（ｃ）項目はグローバルシティズンシップ、（ｄ）
項目は個々の人権に関わる資質、（ｅ）項目は文化・
多様性に関わる資質について示している。
　（ａ）項目は未来志向の抽象度の高い資質として上
位に位置付き、（ｂ）（ｃ）項目は各社会集団の規模に
おけるシティズンシップの育成が意図されている。一
方、（ｄ）（ｅ）項目は、（ｂ）（ｃ）項目のような社会
集団の規模に合致するとは限らない、社会階層や多民
族多文化の社会集団に応じた資質として捉えられる。
見方を変えると、そのような（ｅ）や（ｄ）は、多重
なシティズンシップのコアになるものとしても捉えら
れる。
５．香港中学校地理カリキュラム2010年版の枠組
み
１）構成の方針
　第６表より、（ａ）（ｂ）項目は小学校教育と中等教
育後期の系統性、（ｃ）項目は理論と日常とのバラン
ス、（ｄ）項目は各学校・授業でのカリキュラムの柔
軟性、（ｅ）項目は地理の日常生活での有用性、（ｆ）
項目は学習する地域規模、（ｇ）項目は地理的技能と
一般的な思考技能、（ｈ）項目は教師の教育方法、（ｉ）
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第６表　香港中学校地理カリキュラム2010年版の
　　　構成の方針（ａ）～（ｋ）　　　　　
（HKGCより筆者作成）
（ａ） 小学校教育の一般学習（GeneralStudies）を通して生
徒が獲得し、発達させてきた知識、技能、価値・態度、
学習経験を確立させていくこと。
（ｂ） 中等前期教育終了後の異なる生徒の異なる進路のニー
ズに応じた地理学習の幅広さと深さの間のバランスを
保つこと。
（ｃ） 地理の概念的知識の発達と、生徒の現在と未来の生活
に関連する地理的な問題のよりよい理解について平等
に扱い、理論的な知識とその生活状況の活用との間の
バランスを保つこと。
（ｄ） 次の可能性のある柔軟で多様な枠組みを与えること。
　ⅰ） 異なる学校が開発した学校独自のPSHEカリキュラム
を様々なタイプに適応できること。
　ⅱ） 生徒の能力、必要性、多くの興味に応じられること。
（ｅ） 生徒に地理がどのような意味や生活への適応性を持
ち、意思決定や行動を支援できるものなのか理解させ
ること。
（ｆ） 学校の地理をローカル地域（香港）や近隣地域に限定
するのではなく、生徒の関心を高め、世界中を探究す
るように促すこと。
（ｇ） 次のことを含む、生徒に幅の広い技能を発達させる十
分な機会を与えること。
　ⅰ） 地図、写真、衛星画像イメージそしてGISを含む、情
報技術の利用し解釈すること。
　ⅱ） 切り替え幅のある探究的なフィールドワークを始める
こと。
　ⅳ） 問題に取組み、問題を解決し、意思決定すること。
（ｈ） 教師に探究学習や問題解決学習の学習指導の方法を使
えるようにさせること。
（ｉ） 生徒に教室外の幅広い多様な学習活動（例えば、
フィールドワーク）の組み入れを受け入れることを通
した学習を強化すること。
（ｊ） 地理学習にIT技能の学習を結び付けること。
（ｋ） 生徒に学習のための探索的、批判的アプローチを身に
付けさせることを促し、活躍のための彼らの創造の機
会を与えること。
項目は校外学習、（ｊ）項目はＩＴ技能、（ｋ）項目は
一般的な思考技能などが示されている。これらから概
ね、カリキュラムの系統性や柔軟性、地理学習の意義、
地理的技能や一般的な思考技能の重視が読み取れる。
２）構造－単元（地域的課題）・地域規模・地理的
基本概念
　第７表と第１図より、カリキュラムはＡ～Ｃの三部
門からなり、Ａ部門は「香港～世界へ－空間・人々・
場所の変化」、Ｂ部門は「中国から世界へ－人間環境
の相互作用から生じた地域的課題の探究－」、Ｃ部門
は「私たち世界のための挑戦－持続発展の道への地球
的課題の扱い」となる。HKGCによれば、生徒の理解
を容易にするために、Ａ部門に「空間」「場所」、Ｂ部
門に「地域」「人間環境の相互作用」、Ｃ部門に「地球
的相互依存関係」「持続発展」などの地理的基本概念
の活用が含まれ、構成されている。各部門は四単元か
ら構成され、全体で十二単元から成り、各単元では、
課題に対する調査を通した地理的基本概念の活用など
学習を含む、地理的テーマが取り上げられている。
　HKGCより、Ａ部門の四単元は、生徒に地元香港の
文脈で地域的課題を探究させることを含み、調査対象
を国家（中国）、アジアや太平洋、地球規模へと広げ
るように構成され、生徒に「空間」や「場所」の活用
の習得を可能にさせ、異なる場所の自然的、人文的変
化の相互作用がどのように様々な地理的な配列や現象
を生み出すかについて理解させる。単元「都市」と「自
然の危険」は必修となるが、残る二つの単元「観光」
と「気候変動」は選択となり、生徒はその一つを学習
するように求められる。
　Ｂ部門は、四単元のうち中国の「食糧」や「水」が
必修、残る二つは選択となり、その一つを選択する。
Ａ部門と同様にその構成には、生徒に中国の国家的な
文脈の課題を探究させることを含み、そこから州規模
や地球的規模にまで広げられている。この部門の単元
では、どのように自然的環境が人間活動に影響を及ぼ
し、人間活動が自然的環境を和らげるかといった内容
を含み、目的は、生徒にとくに人間環境の相互作用と
それらの影響力を前にした人々の多様な対応を強調
し、地理的基本概念である「地域」や「人間環境の相
互作用」の習得の手助けすることにある。
　Ｃ部門では、四単元のうち「製造業」と「エネルギー」
が必修となり、同様に残る二単元のうち一つを選択す
る。この部門の単元は、「地球的相互依存関係」や「持
続的発展」の地理的基本概念の理解を含んで構成さ
れ、生徒に増加しつつある世界の国際的な結合や相互
依存関係や、どのようにして地球的課題が持続発展的
な処置の中で扱われるのかを正しく認識させることが
ねらいとされている。
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第７表　香港中学校地理カリキュラム2010年版の単元構成
　　　　における地域規模や地理的基本概念の対応　　　
（HKGCより筆者が構成し作成）
??地　域
規模＊
地 理 的
基本概念
地 域 的 課 題
必修単元 選択単元
Ａ Ｌ
↓
Ｎ
↓
Ｒ
↓
Ｇ
「空間」
「場所」
賢い都市空間の
利用－持続発展
的な都市環境を
維持できるか
観光－友人か
敵対者か
????
自然の危険－他
より良く整えら
れるか
気候変動、環
境変化
Ｂ Ｎ
↓
Ｒ
↓
Ｇ
「人間環
境の相互
作用」
「地域」
食糧問題－私た
ち自身で食べて
いけるか
人口問題
－ちょうど良
い人数は
????
水の心配－多す
ぎる、少なすぎ
る
砂漠を弱める
－砂漠化と砂
嵐に抵抗する
長く続く戦い
Ｃ Ｒ
↓
Ｇ
「地球的
相互依存
関係」
「持続発
展」
製造業の地球的
な移動－機会と
脅威
病気の地理－
広がる危険に
直面する
????
エネルギーの奪
い合い
不安な大洋
＊Ｌ：香港、Ｎ：中国（国内）、Ｒ：アジア太平洋（域内）、Ｇ：地球
グローバル
ナショナル
ローカル
地球的な相互
補完関係 人間環境の相互利用
空間 場所
持続発展 地域
病気
人口
気候変動
都市
食糧
製造業
海洋
砂漠化
観光
自然の危険
水
エネルギー
リージョナル
　 　必修単元　　 　選択単元
 （HKGCより筆者作成）
第１図　香港中学校地理カリキュラム2010年版のカリキュラム
　　　　 構造－単元（地域的課題）・地域規模・地理的基本概念
　全生徒は、三年以内に九単元を学習しなければなら
ず、六必修（各部門から二つ）と三選択（各部門から
一つ）からなる。時間と生徒の能力に余裕があれば、
教師は残り単元のいくつかか、全てを終わらせること
もできる。また本カリキュラムは、第一学年から第三
学年までに少なくとも六必修と三選択を合わせ、100
時間の指導を行うことが前提にまとめられている。各
単元は必修と選択を問わず、少なくとも十一時間は必
要となり、フィールドワークや地理データによる探究
活動も時間内に含まれている。
　以上から第１図を踏まえ、本カリキュラムの構成原
理を検討すると、米英地理カリキュラムの影響が及
ぶ、学問としての地理を背景にする地理的基本概念
と、広くシティズンシップ育成に関わる社会機能から
選ばれた地域的課題に、世界の多重な地域規模の地理
的事象を組み合わせる複合的な構成原理をとり、その
下で事例として適切な具体的な地理的事象を単元の中
で組み込むことによって、その枠組みが整然と構成さ
れている。とくに多重な地域規模における事例地域を
取り上げる点は、イギリス地理ナショナルカリキュラ
ムの領域と内容（range and content）の影響が考え
られるが、香港の場合、単元全てが地域的課題を中心
に据えた内容によって構成されているために、結果的
に多重なシティズンシップの育成には好都合となって
いる。
　このような本カリキュラムの枠組みとは異なるが、
平成元年版の我が国中学校学習指導要領社会科地理的
分野でみられた「地域規模に応じた学習（事例学習方
式）」では、身近な地域から都道府県から世界の諸地
域へと構成されていたが、平成20年版ではそのような
事例学習方式から動態地理的アプローチの日本や世界
の諸地域学へと変更されてきている。その原因につい
て、吉田（2011b）は仮説的に、①「スケール」意識
の希薄さ、②地理的見方・考え方や地理的技能への理
解不足、③「地誌学習」への慣れと体系的な空間認識
への軽視、④現場の多忙化による弊害などを指摘して
いる。とくに①は、我が国の場合、イギリスや香港の
ように歴史的・社会的背景がもたらす多重な世界観が
そもそも潜在的に根付いているかどうかを吟味し、そ
の上での配慮が必要となる。また②は、学習指導要領
における地理的基本概念の埋没や教育現場の多忙化、
そのための授業設計の困難さなどの要因が考えられ
る。これらを基に我が国も、香港地理カリキュラムが
持つ複合的な構成原理を参考にしながら、今後起こり
得る課題を考えていく必要がある。例えば、我が国の
新たな動態地理的アプローチに、どのように地域的課
題を組み入れ、単元の配列にどのような地理的基本概
念を組み込み、どのようにしてシティズンシップの育
成を求められるかといった議論ができる。
３）本質的な学習要素の役割
　HKGCより、PSHEの開かれた枠組みにおいては、
各学校が生徒の異なるニーズに応じて内容の深さなど
を操作する柔軟性が許されている中で、本質的な要素
を学習する機会を保証している。そこで中等教育前期
の地理の本質的な学習要素は、第８・９・10表によっ
て輪郭が描かれ、これらによる学習経験は、全生徒の
基本的な知識、概念、技能、価値・態度の獲得を確実
にするとされている。
－53－
香港中学校地理カリキュラム2010年版の枠組み
第８表　香港中学校地理カリキュラム2010年版における
本質的な学習要素：知識と理解　　　
（HKGCより筆者作成）
１. 場所や景観の位置、それらが生み出された配列や分布
がなぜそこで見られるのか、どのようになぜ、それら
は変化し人々に影響するのか。
２. 異なるスケールにおける主要な自然や人間の傾向の配
列（ローカルからグローバルへ）
３. 主要な自然や人間の傾向の配列とそれらの空間的相互
作用を生み出す地理的な変化
４. 場所における自然と人間の特徴　
５. 場所を形作る自然と人間の変化
６. 地理的特徴を一体化させながら地表面のある空間を地
域として見なす概念
７. 地域間における相似点と相違点
８. 地域の変化の仕方やそれらの変化をもたらす要因
９. 人間活動における自然の環境や変化の特徴の影響
10. 様々な人間の反応と自然環境の変化
11. 自然環境による人間の制約、そして場所と環境の重要
性
12. 持続発展の重要性と、それが異なる場所と異なる機会
において、どのように実行されるのか。
13. 主要な地方的、国家的、地球的な課題、それらは原因
を持ち、緊張を伴う持続発展の道でどのように扱われ
るか。
14. 場所と地域の間の経済的、環境的、政治的そして社会
的な相互作用
15. ある場所の人間行動によって引き起こされた変化が他
の場所に変化を導くこと。
　各学校と各学習領域コーディネーターや教科主任
は、学習要素が学校カリキュラムにカバーされている
かを確認する役割を果たすが、カリキュラムに独立科
目地理を組み込まない学校にとっては、統合的学習な
どを通してその学習要素を組み込む必要性が生じる。
そのような地理の学習要素は、海外の地理カリキュラ
ム、中等教育前期３年終了時のPSHEの学習成果に関
する意見調査から選ばれた教師の意見、そして第三機
関・ベテラン教師・カリキュラム開発者による専門グ
ループなどによる多くの見方に基づくが、社会の新し
い知識や出来事の出現に応じて、修正や改正がなされ
ている。
　以上のような学習要素は、前述の第３～５表で示さ
れた本カリキュラムの三目標に則した構成とはなら
ず、それ自体の体系性も不明瞭といえる。また目標と
評価の一体化から本カリキュラムの枠組みに適合する
というよりも、それに外れる項目も散見され、独立科
目地理をカリキュラムに組み込まない学校のチェック
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第９表　香港中学校地理カリキュラム2010年版における
本質的な学習要素：技能　　　　　　
（HKGCより筆者作成）
１. 地理的課題（疑問）を確認し、地理的な疑問を尋ね、
述べる。
２. 小学校と中学校の両方の資料・教材など（フィールド
データ、文書、地図、図、写真、GIS データ、ウェブ
サイト）から地理的なデータを選び、抽出する。
３. 要約するための技法を正しく使いながら、適切な形式
（文書：報告書・表・要約や、道具：地図・ダイヤグ
ラム・モデル・スケッチ・グラフ）で地理的データを
体系付け、発表する。    
４. 観察し、処理された地理的データから配列、傾向そし
て因果関係を解釈する。
５. 推測させ、分析された地理的な情報とデータから一般
化や結論を導き出す。   
６. 異なる種類や異なるスケールの地図を読む。
７. 索引や目次を使いながら地図帳における特別な情報を
見つける。
８. 索引や座標を使いながら地図上の特別な特徴や場所を
突き止める。
９. 物差しなどを使いながら地図上の距離や範囲を計測す
る。 
10. 地図上の空間的配列を確かめ、その特徴を説明する。
11. コンターマップから注解された格子枠を作図する。
12. スロープの勾配を計算する。
13. ある範囲の起伏を描くコンターマップを解釈し、地図
上で示された地形の特徴を確かめる。
14. 地理的データを体系化し、簡易な地図に作図するため
に、GISソフトウェアを利用する。  
15. フィールドで与えられた地図上の道に沿って歩き、示
された情報から疑わしい特徴を確認できる。
16. フィールドにおいて地理的データを計測、地図化、記
録するために様々な技能（観察、スケッチと注解付け、
聞き取り、野外調査、土地利用調査、交通量歩行者調
査、写真ビデオの撮影、GISやGPSのデータ記録など
を含む）を使う。
17. フィールドにおいて地理的データを計測、収集、記録
するために様々な道具（16ポイントコンパス、クリノ
メーター、測量テープ、デジタル気象メーター、デー
タ記録装置などを含む）を使う。
18. 地理情報を記録し解釈するために、注解付きのフィー
ルドスケッチを描く。
19. フィールドにおいてサンプリング調査を企てる。
20. 合計、平均、頻度、範囲(最大最小)、密度、比率そし
てパーセンテージを確かめ、算出する。 
21. 円、棒、円柱、折れ線、気候そして比例などのグラフ
を作図し、解釈する。
22. 流入、流出、要素、フィードバック、その他、地理シ
ステムの観点を説明するための流線の図式を作図する。
23. 斜めや空中の標高や、人工衛星画像イメージを読み、
解釈する。
24. ある範囲域の写真で示されている特徴や配列を正しく
認識し、それらを同じ範囲域の地図の上で確かめる。
25. 簡易な天気図を読む。
第10表　香港中学校地理カリキュラム2010年版における
本質的な学習要素：価値と態度　　　
（HKGCより筆者作成）
１. 自然の美を正しく認識する。
２. 人類と自然環境の間の相互依存を正しく認識する。
３. 環境を取り囲む開発に敏感に反応する。 
４. 中国をより知る熱心さを高める。
５. 中国に影響を及ぼす問題に関心を示す。
６. 社会や国家への帰属意識を発達させ、行動的で責任感
のある市民になる。
７. 増加しつつある地球的な相互依存に気づき、国際的な
団結や協力の重要性について理解する。
８. よりよい世界の確立に向けた責任感を発達させる。
９. 人々、場所そして環境に関する不思議や好奇心の感覚
を発達させる。
10. 世界の異なる地方の他の人々によって出会された問題
や困難に対する共感を発達させる。
11. 人々、文化、価値そして生活様式への理解と敬意を発
達させる。
12. 人々、場所、環境、文化の間の相違点や相似点を理解
する。
13. 人々の価値や態度がどのように相違し、それらの相違
がどのように認識に影響を与え、地理的な課題に反応
するか正しく認識する。
項目として、その活用が見込まれる。ただし、国際的
な地理教育の動向や、教育現場の意見などが反映され
ていることから、国際的・教育現場的なバックアップ
のための補完的な装置としての意味合いも考えられ、
国際競争や世界の多重な社会で生きる香港教育の落ち
度や漏れ、そして教育現場との不整合などの解消をね
らった仕掛けとなっている。
４）学習内容の概要
　HKGCより、十二単元の学習内容の概要は、その内
容と方法に関する説明文とともに、表形式の学習指導
に関わる要点として、第11～13表のように導入時の中
心発問と補助発問、事例地域、知識、技能、態度・価
値などから説明されている。本稿では紙面の関係上、
Ａ～Ｃの三部門から必修単元の代表例を一つずつ取り
上げ、吟味していく。なお、単元の導入時の発問は重
要であり、各単元のテーマとなる地域的課題や、その
問題解決的な過程とともに体系的に考えるべきもので
ある。中心発問は単元を網羅する主要なもの（表上段
中の●記号）、補助発問は生徒の実態に応じて調整す
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第11表　香港中学校地理カリキュラム2010年版における学習内容の概要：Ａ項目必修単元「賢い都市空間の利用」
（HKGCより筆者作成）
??????
●私たちの都市はどのような様子か？
－香港の土地利用の主なタイプにはどんなものがあるか？それらはどのように広がっているか？
－CBDとは何か？香港のCBDはどこにあるか？なぜそこにあるのか？
－香港の工業地域や居住地域はどこにあるのか？なぜ工業地域の近くにいくつかの居住地域があり、その他は遠く離れて
あるのか？
－都市は全て同じにみれるか？香港は西洋の都市（例えばロンドン）、東南アジアの都市（例えばクアラルンプール）そ
して南アメリカの都市（例えばリオデジャネイロ）とどのように異なるか？
●どんな問題が私たちの都市に直面しているか？
－なぜ香港のCBDはいつも非常に混雑しているのか？なぜ私たちの道路やトンネルはいつも車で混み合うのか？
－香港の都市内部の古い所はどこか？どんな種類の都市問題がここで見つけられるか？－他の都市は同じ問題に直面して
いるか？
●どのように私たちは問題を解決できるか？
－どんな手段で香港の都市問題を解決するか？
－持続発展都市として私たちはどんな意味付けするか？どのようにして持続発展的な都市開発は都市問題の解決に支援で
きるか？
－私たちは他の都市から何を学ぶことができるか（広州/天津、ソウル、ヘルシンキ）？
●あなたの意見として理想の都市はどんなか？
??
●中国：広州/天津　●アジア太平洋：ソウル　●世界：ヘルシンキ
??
●都市の土地利用の主なタイプ（CBDと他の商業的土地利用、高収入低収入者の居住のための土地利用、工業的土地利用、
輸送や娯楽の土地利用、機関の土地利用）
●都市の土地利用の傾向に影響を与える要因    
●香港の都市の土地利用の傾向と世界の三つの都市の概観（いくつかの特定の土地利用タイプの特徴 /香港と共通しない傾
向、例えば港区域、既存の商業施設、不法占拠地域）  
●香港の都市問題（交通渋滞、汚染、居住、都市衰退を含む）：原因、特徴、解決策
●広州/天津と香港の都市問題の比較
●持続発展的な都市開発と持続発展都市の特徴
●持続発展的な都市開発に向けて進展する広州（緑の社会）/ 天津（エコ都市）、ソウル、ヘルシンキの概要の学習
??
●地図や航空写真から香港と、あるいは他の都市の都市の土地利用の傾向に認識する。
●地図帳を使って異なる都市の位置を見つける。
●写真や地図から異なるタイプの都市の土地利用を認識する。
●既に決まっている野外のルートに従い、様々なタイプの都市の土地利用と道路沿いの都市問題を認識する。
●野外の都市の土地利用を地図にしるし、GISソフトを使いながら、土地利用地図を作成する。
●土地利用、居住状況、環境の質のような特別な地理的特徴の把握のために野外地図にスケッチする。
●野外調査で聞き取りされる人を選ぶために野外でサンプリングを始める。
●都市環境に関する意見を収集するために質問紙調査を実施する。
●調査結果の表現し要約するための統計グラフを作成する。
●統計、地図、写真に基づき、二つの都市の都市的特徴を比較する。
●生活のための理想的な都市を示す地図か計画（適切な規模、方向、伝統的象徴や伝説を用いながら）を作成する。
????
●中国の他の都市をより知ろうとすることに興味を示す。
●都市開発によって引き起こされた問題に関心を示す。
●異なる土地利用者の利害の不一致に気付く。
●都市問題の解決における寛容さと妥協の必要性を正しく認識する。
●都市環境の改善に向けて行動をとる責任感を発達させる。
るためのもの（表上段中の－記号）とされている。ま
た時間と生徒の学力が許せば、細かい内容の学習や高
度な学習活動は認められている。
　Ａ部門の第11表には、主に「空間」や「場所」の地
理的基本概念が中核となり、導入時の発問から、「ど
のように広がっているのか？」「CBDはどこにあるの
か？」「～居住地域はどこにあるのか？」「香港の都市
内部の古い所はどこか？」などがみられる。また多重
な地域規模の取り上げについては、香港都市内部の問
題から中国の広州と天津、アジア太平洋地域でソウ
ル、さらに地球規模でヘルシンキが取り上げられ、都
市問題を比較しながら学習の幅が広げられている。技
能では、具体的な探究過程や作業技能が連動して示さ
れているが、やや専門的にも捉えられ、実際の学習指
導の浅深を確認していく必要がある。価値・態度で
は、やや中国への偏りもみられるが、都市問題に関わ
るシティズンシップの育成が求められ、その中で問題
解決的な過程や社会的判断、さらに社会的な行動まで
が求められている。このような本単元では、問題解決
的な過程と主題的・系統地理的アプローチによって構
成がなされているが、地理的に思考する基盤となる知
識や技能がどの程度備わっている中で展開されるの
か、やや疑問が残る。また本単元はA部門であり香
港から出発するため、とくに技能トレーニングの時間
の確保、また我が国の野外調査に関する様々な問題点
を考えると質問紙調査やフィールドワークを行う環境
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第12表　香港中学校地理カリキュラム2010年版における学習内容の概要：Ｂ項目必修単元「食糧問題」
（HKGCより筆者作成）
??????
●中国の農場はどこにあるのか？
－食糧はどこからくるのか？それらは中国からどれくらい多いのか？
－農業地域に何があるのか？中国の主な農業地域はどこにあるのか？なぜそこにあるのか？
－これらの地域で営まれている農業にはどんなタイプがあるのか？それの主な特徴は何か？
－これらの農業のタイプは世界の他の地方でみられるか？
●私たちは増加する人口に対して十分な食糧を生産できるか？
－どれほど多くの人々が中国にいるのか？その数は近年でも増え続けているか？
－食糧供給の文脈から中国の主な農業問題にはどんなものがあるか？
－私たちの人口のために十分な食糧はあるか？
●この問題をどのように解決できるか？
－科学的な農法の利用はこれらの問題を解決できるか？
－科学的な農法の限界や消極的な効果にどんなものがあるか？
－これらの問題のための他の解決策はあるか？
●世界の他の地方で同じ問題は起こっているか？
－極めて発展の遅い国・地域（LDCs）、例えば北朝鮮、カンボジア、サヘルが直面する食糧問題はどんなものか？
－その問題の原因は中国のそれと同じか？
－その問題の解決策にはどんなものがあるか？
事例 ●アジア太平洋：北朝鮮とカンボジア　●世界：アフリカのサヘル
??
●中国（北西、北と北東、南）の主な農業地域の分布とその分布に影響する要因
●中国と世界の農業の主なタイプ（例えば、集約的稲作、粗放的な小麦栽培、牧畜業、園芸農業、近郊農業、乾燥農業、混
合農業）
●中国の人口増加傾向
●中国の主な農業問題、例えば、耕作地の減少、土壌浸食、水不足、環境汚染、自然の危険、低レベルの科学技術と機械化、
食糧供給の影響
●科学的農法と農業生産の向上
●中国の農業問題の他の解決策、例えば、土壌保全、よりよい土地利用の扱い、農業の特殊化
●LDCsの食糧問題の原因－異常気象、自然災害、水不足、貧弱な政治、不安な社会状況、戦争、民族紛争
●科学的農法、農業教育、人口統制、国際援助によるLDCsの食糧問題の解決策
??
●地図で農園や土地を計測する。
●中国の自然環境をみるために地形図や気候図を解釈する。
●中国の農業や主な農業地域に影響を及ぼす自然的要因を関係付けるためにGISを使う。
●農家への観察と聞き取りによって、異なる農業システムとその特徴を確かめるために、香港か三角州の農園に野外調査を
行う。
●農業計画か航空写真を見ることによって農家のタイプを認識する。
●様々な食糧穀物の生産や中国の農地を示す円グラフや棒グラフを作成し、解釈する。
●中国の人口増加傾向を示しながら折れ線グラフを作成し、解釈する。
????
●中国と世界の他の地方の農業タイプについてより知ろうと関心を示す。
●食糧問題や食糧を無駄にしないようにする習慣を発達させる。
●食糧問題を解決するための科学技術の限界に気付く。
●他の地域の人々によって直面された困難に関心を示し、共感を高める。
の整備、そして社会的責任や行動の学習活動の場面設
定、さらに我が国でも普及しているとは言い切れない
GIS ソフトウェアを教師も生徒も使いこなせるのかな
どの疑問が残り、その実際を確認する必要がある。
　Ｂ部門の第12表には、農業による食糧生産と人口と
の関係や農地の地域性に関する発問がみられ、「人間
環境の相互作用」や「地域」の地理的基本概念が中核
的に組み込まれている。また中国の農業地誌的な学習
から系統的な扱いに変わり、さらにアジア太平洋の北
朝鮮とカンボジア、そしてアフリカのサヘルの学習に
広げられている。ここで、Ａ部門の都市問題から地域
規模を広げる方式に対して、Ｂ部門の本単元では中国
国家を起点に、他の州規模の中にある国家や、複数の
国家が関わる広大な地域の農業の問題へと発展させる
方式をとっている。つまり本カリキュラムにおける地
域規模を広げていく構成原理には、該当する地域規模
のどこの場所・地域における課題なのかが問題にされ
るため、事例として幅広く取り上げられ、教育現場か
らすれば柔軟な取り扱いができる。Ｂ部門の本単元は
地域的課題についてもＡ部門と異なり、地域規模の特
性に応じて農業問題から広げ、南北問題などの地球規
模の課題へと発展させている。またＡ部門と比べて技
能に関する指示は少ない。その理由にはＡ部門と異な
り、取り上げる地域規模の単位が直接的な調査が困難
な国家レベル以上となり、地理写真や主題図の考察、
集計レベルの統計データの加工や考察が中心となるか
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第13表　香港中学校地理カリキュラム2010年版における学習内容の概要：Ｃ項目必修単元「製造業の地球的な移動」
（HKGCより筆者作成）
??????
●私たちの工場はどこへ行ってしまったのか？
－どんなタイプの工場が香港から去ってしまったのか？
－過去にそれらはどこに位置し、現在はどこにあるのか？                             
－なぜこれらの工場は香港から去ったのか？ 
●世界の他の場所では同じ問題に直面しているか？
－世界の主要な工業地帯はどこにあるか？なぜそこにあるのか？
－近年の工業立地において地球規模の移動の一般的な傾向はどんなものか？
－国境を越えた協同（TNC）はどんなものか？ 工業の機能や地球規模の立地変化においてTNCの役割はどんなものか？
●製造業の地球規模の移動の賛成と反対にはどんなものがあるか？
－製造業の地球規模の移動が持ってくるものにはどんな機会があるか？
－そのような傾向によって生み出された変化にはどんなものがあるか？
●工業発展は適切かつ持続発展的にあり得るか？
－製造業の地球規模の移動によって生み出される変化はどのように扱うことができるか？     
－工業的変化を扱う異なる国々によって選択し選択されるべき持続発展の手段にはどんなものがあるか？
??
工業立地と機能の変化
●中国の広東省　●イギリス　●アメリカ合衆国の五大湖
??
●香港工業の主なタイプ
●香港工業の再立地：どこに、なぜ
●世界の主な工業地帯
●工業立地に影響を与える要因
●増強された移動性や相互依存性、ICTの進歩、市場の変化、人件費、政治的影響、研究と開発の業務が高まる重要性など
を含む、工業立地の要因の変化に伴う結果となる製造業の地球規模の移動
●国際的な協同の主な特徴
●先進国や発展途上国における製造業の地球規模の移動による利益
●産業構造における産業の再編成、産業の衰退や変化によって引き起こされた問題
●製造業の地球規模の移動によって引き起こされた問題を軽減するための手段
●工業の変化の影響を維持管理するための持続発展的な方策
??
●GISデータ、ウェブサイト、新聞記事、報告書、表、引用などを含む、様々な源から製造業の情報を引き出す。
●異なる工業地域の発展レベルに関するデータを要約するために適切な技術（例えば上手く表現された統計）を使う。
●製造業の立地に影響を及ぼす伝統的な、そして新しい要因を示す系統図を作図する。
●世界の主な工業地域を見つけ出すために地図帳を使う。
●産業の再編の結果として香港の古い工業地域の土地利用傾向の変化を記録するために土地利用の調査を実施する。そして
その傾向を示す土地利用地図に書き込むためにGISソフトウェアを利用する。
●香港の古い工業地域における工業の衰退の影響についての情報を収集するための簡単な質問紙調査を計画する。
●減少する工業地帯における雇用構造の変化を示すための正しいグラフ（例えば円グラフ）を作成する。
????
●自然と人間の環境の間における工業発展の効果に関心を示す。
●香港とその他中国の間の緊密な関係を実現する。
●グローバリゼーションの傾向や影響について認識する。
●場所どうしの国際的な結び付きや相互依存関係に気付く。                         
●グローバリゼーションによって許される状況が狭まる場所にいる人々に共感し表現する。
らである。価値・態度では、農業問題に関わるシティ
ズンシップの育成が広く目指されている。
　Ｃ部門の第13表をみると、製造業の世界的な移動や
工業の持続的発展が問題にされ、「地球的相互依存関
係」や「持続発展」に関する地理的基本概念が反映さ
れている。ここでは導入として、香港の状況から出発
点するが、直ぐに世界の工業地帯の把握と、製造業の
世界的移動が問題にされ、さらに賛成か反対かと行っ
た価値判断場面が用意されている。また事例地域に
は、広東省、イギリス、五大湖周辺が取り上げられて
いるが、製造業に関わる現代の地域的課題の方が優先
されるため、地域的課題から各地域規模における場所
や地域が選定される手順がとられている。技能では、
地域規模の関係上、Ｂ部門と同じ傾向にあり、価値・
態度では、中国における香港と他地域との経済的な
パートナーシップやグローバリゼーションが取り上げ
られ、Ｃ部門の地域的課題と地域規模の特性によって
バランスの良い多重なシティズンシップの育成が求め
られている。
　以上から、三部門の地域規模の特性や、各地域的課
題の特性によって、事例地域の取り上げに関わる構成
原理に幅があることが分かり、また、技能や価値・態
度においても各要素の内容構成の種類や重みに差異が
生み出されている。さらに、カリキュラム大枠に必修
と選択の単元があることや、学習指導における浅深の
程度への配慮も認められることから、体系的な発問な
どを手厚く説明しながら、教育現場にとって柔軟性や
創造性のあるカリキュラムの枠組みになっている。
６．むすび
　香港地理カリキュラムは、全単元において学習内容
が地域的課題を中心に多重な地域規模における事例地
域を通じて取り上げられているため、必然的に問題解
決的な過程が用いられ、その中の発問は構造化される
ほどに重視されている。つまりこのことは、地域的課
題から問題解決的な過程を通すことによって学習意欲
が促進され、学習の意味も実感でき、その中で基礎・
基本的な知識と技能を体得させていく手法を取ること
になる。ただし、限られた事例地域の取り上げや問題
解決的な過程における知識不足の恐れと、学問として
の地理と日常生活とのバランスへの配慮のために、本
質的な学習要素となる知識と理解、技能、価値と態度
の細項目の列挙は、そのバックアップ用の仕掛けとし
て用意されている。
　米英地理カリキュラムの影響が考えられる六つの地
理的基本概念については、第１図からみると、学習内
容として地域的課題を中心に多重な地域規模の事例地
域が編成され、それを系統地理・主題的アプローチか
ら、中核的にみることになるが、やや後ろに構えた構
図となっている。
　価値・態度については、香港社会はもちろんのこ
と、ナショナルシティズンシップとしての中国への親
和的な指示や、グローバルシティズンシップの育成に
関する指示もみられる。つまり、多重な地域規模にお
ける様々な地域的課題を問題解決的な過程を通して多
重なシティズンシップを育成していく意図が読み取れ
る。このことは、二井（2008）や吉田（2010a）が指
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第14表　香港中学校地理カリキュラム（2010年版）
　　　における各単元で取り上げる事例地域
（HKGCより筆者作成）
?? 単　元 地域規模：●国家　◎アジア太平洋
　　○地球（世界）　
?
内　容
Ａ
??
?
賢い都市空
間の利用
●広州・天津　◎ソウル　〇ヘルシン
キ
自然の危険 ●台湾・四川・甘粛　◎フィリピン・
インドネシア・インド　〇アメリカ合
衆国・ニュージーランド・中央アメリ
カ
??
?
観光 ●マカオ（歴史館）　◎タイ（島と浜
辺）　〇ブラジル（アマゾン）
気候変動、
環境変化
●中国（暴風雪）　◎ツバル（海水面
上昇）　〇極地方（氷河の溶解）
Ｂ
??
?
食糧問題 ◎北朝鮮・カンボジア　〇アフリカサ
ヘル
水の心配 ◎シンガポール・バングラディシュ
〇イギリス
??
?
人口問題 ◎日本・インド　〇ドイツ・ナイジェ
リア
砂漠を弱め
る
◎オーストラリア　〇サハラ
Ｃ
??
?
製造業の地
球的移動
〇広東・イギリス・アメリカ合衆国五
大湖　
エネルギー
の奪い合い
〇イギリス（風力発電）・中国（水力
発電）・ブラジル（バイオ発電）
??
?
病気の地理 〇インフルエンザ（例えば鳥インフル
エンザ、豚インフルエンザ）・エイズ・
結核
不安な大洋 〇南シナ海・北海・地中海
摘する東・東南アジア諸国の社会系教科やシンガポー
ルにおけるナショナルシティズンシップ育成の強調と
は異なり、香港の社会的背景がもたらす、イギリスへ
の同属意識と、中国への帰属意識が複雑に入り交じっ
たシティズンシップ観として浮かび上がってくる。大
局的には香港教育が、佐藤（2009）の「日本モデル」
から変化し、東・東南アジア諸国に様々な面で求心力
を持つ中国の教育へと接近していくことも考えられ、
むしろ研究上、中国の教育との共通性を探っていく必
要がある。
　結局、冒頭で本稿の課題となった地理的基本概念と
ナショナルシティズンシップ育成との関係について
は、各単元の地域的課題から多重な地域規模の事例地
域を取り上げ、問題解決的な過程において主題的・系
統地理的アプローチから地理的基本概念を中核にして
考え、シティズンシップ育成に結びつける筋道が描か
れている。多重なシティズンシップ育成のバランスは
ともかく、このような文脈が合理的に結び付く複合的
な特徴を帯びた香港地理カリキュラムの構成原理と
なっている。
　米英やシンガポールそして我が国でもみられない、
香港地理カリキュラムの重要な特徴には、全単元に地
域的課題が設定され、多重な地域規模の事例を通して
学習する構成原理をとっている点にある。また、その
重要な補完的な装置となる本質的な学習要素の細項目
の列挙は、他でもみることができない。その他、香港
地理カリキュラムは、我が国とは異なり、空間認識の
形成に関わる地誌学習が単元単位で組み込まれていな
い。我が国の地誌学習をすすめる議論からすると、地
域的課題を事例地域に当てて考えさせるために、取り
上げられた事例地域が生徒に偏ったイメージをもたら
す恐れがあることや、学習した地理的事象を空間認識
上で整理しづらい点などから指摘されている。そこで
第14表より、香港地理カリキュラムにおける事例地域
を取り出すと、関係の深い主要先進国と近隣諸国、代
表的な発展途上国などがみられるが多いとはいえな
い。つまり香港地理カリキュラムにおいては、その構
成原理に見合う事例地域かどうかが優先され、米英地
理カリキュラムやシンガポール地理シラバスと同様
に、概念的知識や地理的技能の獲得、そしてその探究
過程に重きが置かれている。
　一方、我が国の中学校社会科地理的分野カリキュラ
ムの構成は、従来、主に空間認識の形成に有利な地誌
学習を基盤に構成されてきている。しかし、本稿でこ
こまで検討してきた香港地理カリキュラムを参考にす
れば、我が国も現代社会の様々な社会的課題や社会機
能を直視し、教育的な習得・活用・応用の過程を生か
しながら、既存の地誌学習の構成原理に留まらず、創
造的な構成原理を考えていくことも必要である。今後
の課題は次の五つである。
〇 本質的な学習要素が持つ潜在的な繋がりについて、
米英地理カリキュラムの影響や教育現場の主張から
吟味すること。
〇 十二単元の各学習内容を詳細に分析すること。
〇 教育現場のマネジメントに直結するHKGC第３～
６章の分析を通して本カリキュラム全体について吟
味すること。
〇 中国をはじめ、他の東アジアや東南アジアの地理カ
リキュラムについて比較・分析すること。
〇 香港の小学校におけるPSHE学習領域の科目である
一般学習あるいは中等教育後期地理カリキュラム
と、本カリキュラムの関連性について分析すること。
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注
１）中学校社会科地理的分野の授業づくりとして、吉田
（2011a）では単元「身近な地域の学習」において、吉
田（2010b）では単元「世界の諸地域」「世界の様々な地
域の調査」において例示されている。
２）2008年～2010年度において小学校五校、中学校五校に訪
問した際の調査に基づく。
３）学習領域は中国語教育、英語教育、数学教育、科学教育、
技術教育、個人・社会・人間教育、芸術教育、保健体育
教育の主な八つがある。小学校第１学年から第６学年ま
でには、科学教育、技術教育そして個人・社会・人間教
育の三つの学習領域からなる総合科目として、一般学習
（General Studies for  Primary Schools）が課せられる。
中学校前期第１学年から第３学年までの個人・社会・人
間教育の学習領域には、中国史、公民教育、経済と公共
問題、地理、歴史、生活と社会、宗教教育、社会科教育
があり、各学校に応じた選択の組み合わせによって課せ
られることになる。また中学校後期（高校）第１学年か
ら第３学年までの個人・社会・人間教育の学習領域に
は、中国史、経済、倫理と宗教学習、地理、歴史、観光
と接客の学習がある。
４）吉田（2011a）の規定によれば、「空間」はある地点や地
域でみられる諸事象の物理的な位置・広がり・方位・距
離・空間的傾向・分布などであり、「場所」はある地点
や地域みられる諸事象を人間生活に関わる自然的特徴お
よび社会的特徴であり、「環境」はある地点や地域でみ
られる人間生活を取り巻く景観・立地・環境に関わる自
然的・社会的な要因や条件などの因果関係であり、「地
域」は地域でみられる一般的共通性と地方的特殊性や、
地域間の構成・属性・繋がり、そして地域変容の要因な
どの地域的特色に関する因果関係となる。加えて「空間」
「場所」は、主に地理的事象そのものの様態を捉える際
の規範となり、「環境」「地域」は、主に地理的事象の因
果関係を分析・考察する際の規範になる。なお、このよ
うな吉田（2011a）の四つの地理的基本概念の内容・意
味および活用の文脈は、米英地理カリキュラムや香港地
理カリキュラムと全て合致しているわけではない。吉田
（2011a）の場合、とくに「空間」「場所」と、「環境」「地
域」に階層性を持たせ、かつ公民的資質（シティズンシッ
プ）育成に繋げている点が強調されている。香港の場合
は、六つの地理的基本概念が階層性を持ちながらも、そ
れらの該当単元での活用の文脈上では同列的にも捉えら
れる。
付　記
　本稿は、平成22・23年度科学研究費補助金／基盤研
究C課題番号：22530944．課題名：華人系アジア型
地理カリキュラムに関する比較研究（研究代表：吉田 
剛）による成果の一部である。
 （平成23年９月30日受理）
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